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11..  ははじじめめにに  
交渉学とは、米国ハーバード大学の交渉学研究

所の研究に基づく、交渉の成功確率を上げるため

の方法論であり、日本人の特性に応じた「交渉学」

の教育のあり方について研究（2003年～、東京大

学先端科学技術研究センター）されたものである。 
関西大学では、2015年から交渉学の入門コース

が開講され、受講生は累計で 1000 名を超えてい

る。コミュニケーションを通して、人の心と心を

つなぐ信頼関係を構築し、大学を卒業して社会人

となり生涯学習を実践していく人材を目指してい

る。 
交渉とは、複数の当事者の利害関係等のズレや

対立・衝突を乗り越えるための問題解決プロセス

である。交渉に必要な能力には、分析力、コミュ

ニケーション力、意思決定力がある。情報や意思

を伝えたり、引き出したりするコミュニケーショ

ン力や、賢明な判断やリスクに対する対応といっ

た意思決定力に着目されやすい。しかし、交渉は

準備 8割といわれ、情報収集、状況把握、目的の

設定、選択肢の検討など、交渉の前に行う分析力

が、交渉の結果に大きく寄与し、成功確率を高め

る。特に、長期にわたる良好な信頼関係を築くた

めには、自分だけや相手だけの利害だけでなく、

お互いの目的や意図を把握、共有し、そして、共

感することが肝要である。本稿では、交渉の準備

として行う、状況把握の中で、当事者間の情報共

有・共感に着目し、有効なフレームワークを提案

するものである。 

 
図 1 交渉の流れと本稿の範囲 

[ 引用：一色正彦他(2013), p14より抜粋 ] 
 

22..  状状況況把把握握  
 交渉学で推奨する状況把握の例を図 2 に示す。

問題が発生し、その解決策を講じる問題解決と、

問題が何かを特定する問題発見は異なる。状況把

握は問題発見のために行う。その具体的な方法と

して、状況を可視化するマップ化とロジックツリ

ーを用いて原因を分解し、選択肢を検討する方法

を推奨している。 
 
22..11..  現現行行ののフフレレーームムワワーーククとと課課題題  
 山本（2019）は、状況を客観的かつ俯瞰的に把

握し、クリティカルに考えるためのシンキングツ

ールとして、マンダラート、マインドマップ、コ

ンセプトマップ、ストーリーマップ、さらに、

SWOT分析、PEST分析などを利用している。こ

れらのフレームワークによって、受講生が主体的

なアクティブ・ラーニングを行い、チームを組み
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最後までやり抜く活動が増えると報告している。   
しかし、社会経験の少ない大学生は、現実的な

問題を表面的に捉えてしまいやすい。社会を表面

的にとらえ、根源となる背景を掘り下げる前に思

考を閉じる傾向がある。特に、自分の事として考

えを深める力が弱く、問題の本質を追及する前に、

問題をそのまま受け入れてしまう。

本稿では、この改善策として、課せられた問題

を自分の事として捉え、社会を多面的に考えるた

めのフレームワークを提案する。 
 

 
図 2 交渉学で推奨する状況把握の例 

[ 引用：（合）IT教育研究所(2015), p13,18抜粋 ] 
 

2.2. フレームワークの先行例 
交渉（Negotiation）のフレームワークの先行例

を図 3と図 4に示す。図 3の特徴は、ワークシー

トの中央部で二分割し、自分と交渉相手が対称的

な配置で対等な立場になるようなレイアウトであ

ることと、自分だけでなく相手の価値を考えるフ

レームがあり、両者にとって良好となるWin-Win
な関係を意識していることである。図4の特徴は、

自分と相手の関係者を洗い出し、その影響を整理

していることと、利害に対する障壁とモチベーシ

ョンをフレームに導入することによって、感情面

を誘起させ、当人同士だけでなく、関係者を含め

た長い良い関係づくりを意識していることである。 
 

 
図 3 先行例① 

引用：The Canvas Revolution(2020) 
 

 
図 4 先行例② 

引用：stattys (2020)
 
続いて、本フレームワークの関連例を図 5と図

6 に示す。図 5 より、フレームに番号を表示する

ことによって、考える手順が明示しやすいことが

わかる。また、図 6はチームビルディングを意識

したフレームであるが、中央部のハートの形をし

たフレームが大事であることが一見でわかる。 
 

 
図 5 関連例① 

引用：Medium(2020) 
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図 6 関連例② 

引用：Andi Roberts(2020) 
  
以上を参考にして、本課題を改善するフレーム

ワークを提案する。 
 
22..33..  提提案案すするるフフレレーームムワワーークク  
課せられた問題を自分の事として捉え、社会を 

多面的に考えやすくするために作成したのが図 7
である。関係者の影響を意識した図 4を基にして

おり、考える手順となる番号付けを加味している。

開講した交渉学の入門コースで使用する表現を用

いて説明を入れたフレームである。特に、アセッ

トマネジメントとして、目的を達成するために所

有する資産・強みと不足する資産・弱みを考えた

上で、プランを検討する流れになっている。 
また、図7の関係者のリスト化をフレームにし、

交渉相手と共有できるリスクを考えた上で、プラ

ンA（Win-Winの関係を目指した案）とプランB
（上手くいかなかった場合の代替案）を考える構

成にしたのが図 8である。自分側のスペースを広

げることによって、自分の事として考える時間を

増やすことを意図している。 
 

  

図 7 フレームワークの提案① 
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図 8 フレームワークの提案② 
  
33..  おおわわりりにに  
 社会経験の少ない大学生にとって、社会的な影

響や関係性を考慮して、問題の根源となる背景を

深く掘り下げることは容易ではない。一方で、与

えられた環境を素直に受け入れる姿勢もある。教

育環境として、開講している入門コースと連動し、

発想の柔らかさを活かしたフレームワークの改善

を継続し、知見を蓄積していくことが本課題を乗

り越える近道になると考える。 
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